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誠 心 Ⅲ S N － 口

語 N 築 館 ． 岱 哺 本

譜 轟 離 獣 申 ∪ 詩 。
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肴 N 諒 … 粗 叫 H J 川 田

≠ 亡 H … 棚 函 薄 C A

肌 蹴 ～ い 尚 旺 ⊂ 村 。

一 遍 ‥ 桝 … 朋 　 （ N h 冊 ）
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蛸 J 六 軒 甜 清 和 高 田 堂 H 灘 的 J C 村 O

A 回 ノ 　 塾 轟 講 溺 卦 布 田 脚 〉 S ヾ ロ 軌 脚
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肴 札 咄 相 場 曲 J 村 韓 国 心 痛 ノ 　 親 鶏 高 誼 皿

S 藤 鴇 即 諾 鶏 ～ 白 市 噛 母 か 計 時 藤 樹 的 溺 ↑ ノ

輯 o 脚 回 S 舟 山 ～ 同 軸 鵡 軒 哺 曲 J 村 営 揃 和

語 謹 聴 宮 ノ 　 心 ノ 　 帆 回 S 鴫 ヾ 申 請 梯 川 蒲 d

d q C 薄 雪 か 紺 鴫 ‥ 廿 的 」 聞 直 討 0

回 晶 ・ 曲 譜 富 里 堅 田 鴫 S 鞘 　 両 親 開 洩 艶

め 函 J ∧ J h ∧ ざ 村 。 鶉 騨 軒 ㈱ ↑ ノ 鴬 ノ 　 小

S ↓ 騎 日 脚 遭 灘 研 宙 d g O J h で ノ か 。
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0
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回
6
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手
藤
友
木

投
加
大
鈴



初
戦
の
適
時
打
に
続
き
、
こ
の

球
は
反
応
に
任
せ
、
多
投
し
て
い

る
沈
む
球
を
待
っ
た
。
4
回
の
打

席
は
初
球
が
や
は
り
変
化
し
た
の

で
、
「
こ
の
ま
ま
の
配
球
で
押
し

て
く
る
」
と
確
信
し
次
球
か
ら
ね

ら
い
打
ち
。
内
角
低
め
の
落
ち
る

球
を
快
打
し
、
目
の
覚
め
る
よ
う

な
一
発
を
運
ん
だ
。

関
本
は
先
頭
だ
っ
た
8
回
も
左

ア
な
打
撃
へ
の
切
り
替
え
を
怠
ら

な
か
っ
た
。

2
試
合
連
続
で
2
桁
安
打
。
川

又
光
主
将
（
同
）
は
「
後
半
の
集

中
力
で
、
1
、
2
古
筆
つ
な
が
ら

確
実
に
も
の
に
で
き
た
。
勝
負
の

得
古
老
チ
ー
ム
で
奪
っ
た
大
き
な

試
合
」
と
喜
ん
だ
。
蜜
藤
広
樹
監

督
も
「
勝
ち
進
む
ほ
ど
し
ぶ
と
い

日
の
先
制
点
も
主

砲
・
関
本
蓮
（
2

年
）
の
バ
ッ
ト
か

ら
。
公
式
戦
初
ア

ー
チ
を
左
翼
ス
タ

ン
ド
に
た
た
き
込

主
砲
・
関
本
が
の
ろ
し

粘
り
強
く
得
点
重
ね
る

打
撃
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、

は
め
て
あ
ば
た

い
。
安
打
性
の

当
た
り
と
い
う

意
味
で
は
多
く

み
、
チ
ー
ム
を
勢
い
づ
け
た
。
　
前
へ
ク
リ
ー
ン
ヒ
ッ
ト
を
返
し

変
化
球
中
心
の
相
手
先
発
を
崩
　
た
。
「
自
分
は
4
番
だ
が
、
打
順

す
た
め
、
的
を
絞
っ
た
関
本
。
直
　
や
長
打
は
意
識
し
て
い
な
い
。
ど

ー
　
　
　
　
　
の
打
席
も
つ
な
ぐ
役
目
を
果
た
す

－
　
　
　
　
　
気
持
ち
で
、
一
打
を
出
す
こ
と
が

イ
葺
十
島
　
大
事
」
。
本
塁
打
の
後
で
も
、
シ
ュ

な
い
が
、
粘
り
強
か
っ
た
」
と
た

た
え
た
。
優
勝
を
飾
っ
た
平
成
2
2
年
以
来

5
年
ぶ
り
の
4
強
に
進
み
、
東
北

大
会
進
出
へ
あ
と
1
勝
と
迫
っ

た。



守
備
も
粘
り
強
く

要
所
抑
え
流
れ
呼
ぶ
鳳
鴫

先
制
直
後
の
5
回
、
2
四
球
で

無
死
一
、
二
塁
の
ピ
ン
チ
を
招
い

た
。
さ
ら
に
捕
手
か
ら
の
二
塁
け

ん
制
が
そ
れ
た
が
、
冷
静
に
三
塁

で
刺
殺
。
連
投
の
主
戦
・
佐
藤
宏

樹
（
2
年
）
を
ナ
イ
ン
が
支
え
た
。

遊
撃
手
の
川
又
光
（
同
）
が
二

塁
カ
バ
ー
に
入
っ
た
が
、
送
球
が

横
に
そ
れ
て
グ
ラ
ブ
に
当
て
る
の

が
精
い
っ
ぱ
い
。
そ
れ
で
も
「
走

者
を
見
る
余
裕
が
あ
っ
た
」
。
ス
タ

ー
ト
を
確
認
し
て
か
ら
こ
ぼ
れ
球

を
落
ち
着
い
て
転
送
し
進
塁
を
許

さ
な
か
っ
た
。

7
回
も
1
死
二
塁
、
二
塁
手
の

佐
藤
教
祐
（
1
年
）
が
一
、
二
塁

間
の
打
球
を
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
止
め

本
塁
を
狙
わ
せ
な
い
。
2
死
三
塁

か
ら
右
翼
へ
の
鋭
い
当
た
り
も
花

田
滝
（
2
年
）
が
よ
く
追
い
つ
い

た
。
打
球
判
断
や
カ
バ
リ
ン
グ
の

ミ
ス
な
ど
課
題
も
あ
っ
た
が
、
要

所
を
抑
え
連
続
の
完
封
に

結
び
つ
け
た
。

佐
藤
は
バ
ッ
ク
に
感
謝

を
込
め
な
が
ら
、
「
ス
ト

ラ
イ
ク
先
行
で
行
か
な
い

と
勝
て
る
試
合
も
勝
て
な

く
な
る
」
と
反
省
。
散
発

4
安
打
に
抑
え
9
壷
二
張

の
好
投
も
、
次
戦
に
油
輔

は
な
か
っ
た
。
成
果
、
課

題
を
力
に
変
え
、
さ
ら
に

良
い
ゲ
ー
ム
で
東
北
切
符

を
狙
う
。




